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論文内容の要旨

本論文は近年広く用いられるようになった横断流送風機について，ハウジング形状が送風機内の流

れおよび送風機性能に及ぼす影響を系統的な実験により明らかにしたものであり，以下の6章からな

っている O

第 l章は序論であり，軸流式や遠心式の送風機とは構造および作動原理を異にする横断流送風機の

特長と問題点，従来の研究の概要ならびに本研究の目的について述べた O

第2章では本実験に用いた装置の構成，羽根車およびハウジングの形状，性能および流れの測定の

方法について述べた。

第3章では羽根車直径が変わった場合の性能の相似則を確言語した後，基本形状のハウジングについ

て舌部，ケーシングそれぞれの影響を調べ， さらにくさび形舌部や折線形舌部，あるいは一般の形状

のケーシングを用いて種々検討を加えた。これによって横断流送風機の性能を決定する主要なハウジ

ング形状パラメータは舌部先端部の無次元のすきな ε2/D2 ，舌部吸込側の傾き角 δ2および吐出方向

を基準として羽根車回転方向に測った角が0=240。となる点におけるケーシングの無次元の大きさ r

( 0 =2400 ) / D 2であることを示し、この結果を利用することにより右上りから右下りにいたる任意の

形の性能曲線が得られることを示した。

第4章では羽根車幅方向の流れの2次元性を検討した後 3孔ピトー管による流れの測定および熱

線プロープによる翼間相対流の測定結果を用いて横断流送風機の内部流れの機構，羽根車内・外周に

おける流れの流入・流出の状態，偏心うず中の強制うずの大きさ，強さ，羽根車の局所全圧効率，送

風機の全圧効率等について種々の考察を行なった。その結果，羽根車の内部流れの機構としては，一
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般的にはポテンシャル流れの領域と 2つの強制うずの領域および中間の領域を考えるべきことを指摘

した。また羽根車内周上の全圧分布によって全体の流れが十分に把握されることを示した。

第5章では主要な形状パラメータを変化させた場合について，圧力一流量曲線の形と内部流れ挙動

との関係を調べた。その結果性能曲線の形と内部流れの挙動との聞には一定の関係のあることおよび

性能曲線の小流量域(流量係数ヂ<0.3~0. 4)と中・大流量域(rp >0. 3~0. 4)で、は流れのパターン

の変化する機構はまったく異なることを示した。

第6章は結論であり 上述の結果を総括して述べた。

論文の審査結果の要旨

近年空調用などに広く用いられている横断流送風機では，遠心送風機や軸流送風機の場合とことな

り，ケーシング状状によって d性能曲線の形状が大幅に変化するが，この点に関する系統的な研究は従

来行なわれていない。本論文では圧力係数，流量係数の大きい横断流送風機において，性能曲線の形

状を決定するケーシング主要パラメータを 系統的な実験により初めて明らかにした。そしてこれら

のパラメータを変化した場合に送風機内の流れと性能曲線形状が変化する模様を明らかにしたO

以上のように本論文は，流体機械工学の分野に寄与するところ大で，博士論文として価値あるもの

と認める O
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